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＜.001），多重比較（有意水準 ５％の Tukey 法，
以下同じ）の結果，GAの得点が最も高く，次


























M 3. 14 1. 65 1. 74 2. 34



















































表 ２ .「木育による活動のイメージ」の尺度得点と高 /
中 / 低群の内訳
高群 中群 低群 全体
［コミュニケーション］ N 29 37 40 106
コミュニケーショ
ン・創造性の向上
M 4. 93 4. 39 3. 85 4. 33
SD （0. 11）（0. 13）（0. 22）（0. 46）
［動機づけ］ N 32 61 13 106
“木育”に対する
動機づけの高まり
M 5. 00 4. 16 3. 04 4. 27
SD （0. 00）（0. 23）（0. 52）（0. 65）
図 １ ．木育活動のイメージの質問項目および回答の分布
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